
























いることが報告されている｡3) 常誘電相 (空間群 Pb′｡m(D2h16))は,永久双極子モーメント
を持つSC(NH2)2分子が単位胞内に4つ存在し,b-glide,n-glide によって電気的極性が





我々は, Ⅰ- Ⅱ- Ⅱ の相転移を微視的に理解するために,常誘電相の293K,257K,
221K,中間相の178K,強誘電相の169K,149K,103Kの温度でX線構造解析を行った｡
また,202Kでソフト化するB2｡ モー ド4)に注目し,このモー ドに属する光学的な回転変位































異方性から,分子が Iiberation motion をしていること,またその長主軸方向が,b軸方向
よりなことから,Tbモー ドの並進振動の寄与も大きいことが明かにされたこ
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4･高圧下におけるNbSe3の電荷密度波 (CDW)と超伝導
岡 山 泰
1. はじめに
典型的な擬一次元金属の1つであるNbSe3は142K(Tl)と58K(T2)とで電荷密度波
(CargeDensityWave:CDW )転移を起こし,低温では少量の不純物の添加あるいは低
い圧力下で超伝導を示す特異な物質である｡超伝導転移温度 (Ts)は, 不純物濃度や圧力の増
加と共に急激に増加することが知られており,この様な超伝導の著しい不純物や圧力依存性は,
高温で形成されるCDW と何らかの関連があるものと考えられて大きな興味が持たれてきた｡
図1は Briggs等による電気抵抗と反磁性帯磁率の測定から得られた,NbSe3のTsの圧
力依存性 (TcR-P,Tcx-p)をまとめて書いたものであるo明らかにTcR-PとTcx-p と
は定性的にも大きく異なっており,CDW と超伝導との関連性を議論するうえで大きな障害と
なっていた｡この様な背景から我々はこの不一致が起こる原因をつきとめるべく,電気抵抗と
反磁性帯磁率による超伝導の圧力依存性の再測定を行なった｡
2.実 験
実験には低温でも圧力変化が可能なプレスと圧力媒体としてケロシンとトランス油の混合液
を使用したピストンシリンダ型の高圧容器を組み合わせた高圧装置を用いた(図2)｡電気抵
抗の測定は直流四端子法を,帯磁率の測定は交流法を用いてそれぞれ行なった｡
3.結果及び考察
図3,4に異なった圧力でのTl,T2CDW転移曲線を示すOこの図からCDWは圧力によって
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